















































































































































　Hello, everyone. Do you have a dream? ↗　Iʼm going to tell you about my dream. I want to be a tennis 
player. I have two reasons.
　First, I like tennis.  Playing tennis / is very fun.
　Second, I want to play tennis / with Kei Nishikori. He is very famous in the world.









































連結 強勢 句切 全てクリア
クリアした生徒数
（22人中）







































図６　自立組立の様子 図７　個人練習後の録音 図８　相互チェック 図９　Show & Tellの様子
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４　成果と課題
　(1)　成果
　実践Ⅱの最後に，再度「話すこと」についてのアンケートをしたところ「英語が好き・どちらかというと好き」と回
答した生徒は77％であり，短期間でspeakingに対する肯定的な意識が７％も増えた。変容した生徒の感想には「しっか
り話せて達成感があった」「好きなものを英語で話せてよかった」「単語の細かい発音が分かった」「今まで意識してい
なかった５つの音声特徴が分かったし，ちゃんと話せてうれしかった」「緊張したけど自分を信じて自信をもてた」「話
すことが楽しかった」「笑顔でできたし，英語の大切さが分かった」と，実感を伴うものが多く見られた。段階を踏ん
でていねいに指導をしたことで，speaking活動への生徒の自信がついたと考える。また，ICレコーダーの使用に対する
感想は，全員が役立ったと回答した。具体的には，「先生のモデルと比べて自分のスピーチを直せた」「人からアドバイ
スをもらえてよかった」「自分のスピーチがうまくなっていくのが分かった」「発音を何度も確認したり練習したりでき
た」「自分の改善点や悪いところに気づくことができた」「客観的に自分のスピーチを聞いて発音などをチェックでき
た」という意見が多く，生徒のspeaking学習を手助けするために，ICレコーダーが有効なツールであったと言える。
　(2)　課題
　２つの実践例では，モデル分析～共同組立～自立組立の流れで単元構成を組んだ。ていねいに指導をすることで目指
す生徒の姿（ゴール）にたどり着くことができるが，時間もかかる。どの単元で活動を組むかをCAN-DOリストに明
記し，計画的に指導することが必要である。また，英語の音声特徴には様々なバリエーションがあり，ALTでも使い
分けが難しい面があった。今後もスパイラルに授業に取り入れて，習得させていくことが大切である。
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【実践例Ⅰ】
・生徒全員がＢ評価はクリア，８割の生徒がＡ評価を得られたこと。
・ICレコーダーの活用で，speaking指導における個の見取りが容易になり，個に合った指導ができたこと。
・モデルの比較やICレコーダーの音声の比較を通して，生徒自身が「分かった」「なるほど」「できた」という実感
を伴う学びができたこと。
・生徒がそれぞれの課題に気付き，改善するために主体的に練習したりアドバイスし合ったりできたこと。
【実践例Ⅱ】
・ICレコーダーに教師の範読を録音したり，イヤホンを用いたりすることで，個人練習が充実したこと。
・１年生から音声特徴を学ぶことで，話す活動への抵抗感をもつ生徒が減ったこと。
・共同組立から自立組立の学習段階を踏むことで，英語が苦手な生徒も活動に取り組みやすくなったこと。
・生徒にルーブリック（評価表）を示し，評価基準と観点を共有したことで全員がＡ評価を得られたこと。
